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第
二
目

申
告
納
付
並
び
に
更
正
及
び
決
定
等

（
環
境
性
能
割
の
徴
収
の
方
法
）

第
四
百
五
十
三
条

環
境
性
能
割
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
申
告
納
付
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
性
能
割
の
申
告
納
付
）

第
四
百
五
十
四
条

環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
時
又
は
日
ま
で
に
、
総
務
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
環
境
性
能
割
の
課
税
標
準
額
、
環

境
性
能
割
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
市
町
村
長
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
申
告
に
係
る

環
境
性
能
割
額
を
当
該
市
町
村
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

当
該
車
両
番
号
の
指
定
の
時

二

前
号
に
掲
げ
る
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
以
外
の
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
で
、
道
路
運
送
車
両
法
第
六
十
七
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
検
査
証
の
記
入
を
受
け
る
べ
き
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

当
該
記
入
を
受
け
る

べ
き
事
由
が
あ
つ
た
日
か
ら
十
五
日
を
経
過
す
る
日
（
そ
の
日
前
に
当
該
記
入
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
記
入

の
時
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
以
外
の
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

当
該
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の

取
得
の
日
か
ら
十
五
日
を
経
過
す
る
日

２

三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
者
（
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
を
除
く
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、

前
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
又
は
日
ま
で
に
、総
務
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
り
、

当
該
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
者
が
取
得
し
た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た

報
告
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
性
能
割
の
期
限
後
申
告
及
び
修
正
申
告
納
付
）

第
四
百
五
十
五
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
申
告
書
（
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
「
申
告
書
」

と
い
う
。）を
提
出
す
べ
き
者
は
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
申
告
書
の
提
出
期
限
（
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
「
申
告

書
の
提
出
期
限
」
と
い
う
。）後
に
お
い
て
も
、
第
四
百
六
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
通
知
が
あ
る
ま

で
の
間
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
一
項
若
し
く
は
前
項
若
し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
書
若
し
く
は
修
正
申
告
書
を
提
出
し
た
者

又
は
第
四
百
六
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
決
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
申

告
書
若
し
く
は
修
正
申
告
書
又
は
当
該
更
正
若
し
く
は
決
定
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
環
境
性
能
割
額
に
つ
い
て

不
足
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
修
正
申
告
書
を
市
町
村
長
に
提

出
す
る
と
と
も
に
、そ
の
修
正
に
よ
り
増
加
し
た
環
境
性
能
割
額
を
当
該
市
町
村
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
性
能
割
の
納
付
の
方
法
）

第
四
百
五
十
六
条

環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
は
、
第
四
百
五
十
四
条
第
一
項
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
環
境
性

能
割
額
を
納
付
す
る
場
合
（
第
四
百
六
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
当
該
環
境
性
能
割
額
に
係
る
延
滞
金
額
を
納

付
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
は
、
申
告
書
又
は
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
修
正
申
告
書
（
以

下
こ
の
目
に
お
い
て
「
修
正
申
告
書
」と
い
う
。）に
市
町
村
が
発
行
す
る
証
紙
を
貼
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
当
該
環
境
性
能
割
額
（
当
該
環
境
性
能
割
額
に
係
る
延
滞
金
額
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。）に
相
当
す
る
金
額
を
証
紙
代
金
収
納
計
器
で
表
示
さ
せ
る
納
付
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
は
、
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
が
第
四
百
五
十
四
条
第
一
項
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
環
境
性
能
割

額
を
納
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
、
前
項
の
証
紙
に
代
え
て
、
当
該
環
境
性
能
割
額
に
相

当
す
る
現
金
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
税
義
務
者
が
証
紙
を
貼
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
証
紙
を
貼
つ
た
紙
面
と

当
該
証
紙
の
彩
紋
と
に
か
け
て
当
該
市
町
村
の
印
で
判
明
に
こ
れ
を
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
証
紙
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
性
能
割
に
係
る
不
申
告
等
に
関
す
る
過
料
）

第
四
百
五
十
七
条

市
町
村
は
、
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
者
が
第
四
百
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
申
告
し
、
又
は

報
告
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
正
当
な
事
由
が
な
く
て
申
告
又
は
報
告
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
は
、そ
の
者
に
対
し
、

当
該
市
町
村
の
条
例
で
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
譲
渡
担
保
財
産
に
対
し
て
課
す
る
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
の
免
除
等
）

第
四
百
五
十
八
条

市
町
村
は
、
譲
渡
担
保
権
者
が
譲
渡
担
保
財
産
と
し
て
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
を
し
た

場
合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
担
保
財
産
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
債
権
の
消
滅
に
よ
り
当
該
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内

に
譲
渡
担
保
権
者
か
ら
譲
渡
担
保
財
産
の
設
定
者
に
当
該
譲
渡
担
保
財
産
を
移
転
し
た
と
き
は
、
譲
渡
担
保
権
者

が
取
得
し
た
当
該
譲
渡
担
保
財
産
に
対
す
る
環
境
性
能
割
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
係
る
納
税
義
務
を
免
除

す
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
長
は
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
者
か
ら
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
べ

き
旨
の
申
告
が
あ
り
、
当
該
申
告
が
真
実
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
の
期
間
を

限
つ
て
、
当
該
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
す
る
環
境
性
能
割
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
の
徴
収
を
猶
予
す
る

も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
徴
収
の
猶
予
が
さ
れ
た
環
境
性
能

割
額
に
係
る
延
滞
金
額
の
う
ち
当
該
徴
収
を
猶
予
し
た
期
間
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
を
免
除
す
る
も
の
と
す

る
。

４

市
町
村
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
徴
収
の
猶
予
に
係
る
環
境

性
能
割
に
つ
い
て
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
徴
収
の
猶
予
を
取
り

消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徴
収
の
猶
予
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
直
ち
に
当
該
徴
収
の

猶
予
が
さ
れ
た
環
境
性
能
割
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
十
五
条
の
二
の
二
及
び
第
十
五
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
に
つ
い

て
、
第
十
五
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
の
猶
予
の
取
消
し
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用

す
る
。

６

市
町
村
が
環
境
性
能
割
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
環
境
性
能
割
に
つ
い

て
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
同
項
の
譲
渡
担
保
権
者
の
申
請
に
基

づ
い
て
、
当
該
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
還
付
す
る
も
の
と
す
る
。

７

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
性
能
割
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
還
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、

還
付
を
受
け
る
べ
き
者
の
未
納
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
還
付
す
べ
き
額
を
こ
れ
に
充

当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
性
能
割
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
を
還
付
し
、
又
は
充
当
す
る
場
合
に
は
、
第

六
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の
申
請
が
あ
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
を
第
十
七
条
の
四
第
一
項
各

号
に
定
め
る
日
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
返
還
が
あ
つ
た
場
合
の
環
境
性
能
割
の
納
税
義
務
の
免
除
等
）

第
四
百
五
十
九
条

市
町
村
は
、
自
動
車
販
売
業
者
か
ら
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
を
し
た
者
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
「
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
を
し
た
者
」
と
い
う
。）が
、
当
該
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

の
性
能
が
良
好
で
な
い
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理
由
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
、
当
該
三
輪
以
上

の
軽
自
動
車
の
取
得
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
当
該
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
を
当
該
自
動
車
販
売
業
者
に
返
還
し
た

場
合
に
は
、
当
該
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
を
し
た
者
が
取
得
し
た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
す
る
環
境

性
能
割
に
係
る
納
税
義
務
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
が
環
境
性
能
割
を
徴
収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
環
境
性
能
割
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
を
し
た
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
当

該
環
境
性
能
割
額
に
相
当
す
る
額
を
還
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
条
第
七
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
性
能
割
額
を
還
付
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
環
境
性
能
割
の
脱
税
に
関
す
る
罪
）

第
四
百
六
十
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
つ
て
環
境
性
能
割
の
全
部
又
は
一
部
を
免
れ
た
者
は
、
五
年
以
下

の
懲
役
若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

前
項
の
免
れ
た
税
額
が
百
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
情
状
に
よ
り
、
同
項
の
罰
金
の
額
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
百
万
円
を
超
え
る
額
で
そ
の
免
れ
た
税
額
に
相
当
す
る
額
以
下
の
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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